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地方税は主に村民の皆様に
納めて頂いた村民税、法人
税、固定資産税、軽自動車
税です！また、たばこ税な
ども含まれています。
自主財源で使途目的は一般
財源になりますが、効率
的・有効的に使わせて頂き
ます！

  地方交付税は国民の皆様
や企業が国に納めて頂いた
所得税、酒税、法人税、消費
税、たばこ税の中から国が全
国に平等に交付するのが交
付税です！
地方交付税には、普通交付
税と特別交付税があり、使途
目的は村の一般財源になり
ます。

地方債は、歳出の投資的
事業を実施する際に村負
担分を国県や金融機関等
から借入れて長期間に返
済する資金のこと！

繰入金は、不足
した財源を村の
基金（定期預
金）から取り崩
して予算に編入
する予算です！

国･県支出金は、使途目的
が決められていて主に歳
出の投資的経費に充てら
れます！一般的にいう補
助事業の財源になりま
す。
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公債費は道路や建物など公共
施設を作るために村が国・県
金融機関から借りたお金の返
済金が公債費です！

その他は特別会計（航路事業、
簡易水道事業、下水道事業、
国民健康保険事業、老人保健事
業事業）への支援として繰り出
す経費等です！

投資的経費は道路や住宅、農林
水産業施設など公共施設を造る
ため経費です！

消費的経費は子供やお年寄
りへの扶助費、各種団体へ
の補助金や負担金、道路や
学校など各公共施設の維持
補修費、施設に必要な物品
の購入費、職員給与、など
の経費です！
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  平成18年度の自主財源
は歳入全体のわずか
17.3％で国からの地方交
付税（44.9％）に頼って
いる状況であるが、国の
三位一体改革が実施され
て地方交付税が減少傾向
にある近年は毎年の予算
編成において歳出削減を
余儀なくされています。
　村の財政運営について
は、これまでも、村行政
改革大綱に基づき、実施
計画を策定し積極的に行
政改革に取り組んできた
ところでありますが、平
成18年度当初予算編成に
ついても、収入役の廃
止、特別職給与10％減
額、職員給与3.4％減額
など人件費の減額、旅費
の減額、賃金の減額、各
種団体補助金の減額など
の行政改革を実施しても
基金を取り崩して予算編
成せざるを得ない状況で
あるが、その基金も残高
があとわずかとなり危機
的な財政事情となってお
ります。
　このような状況下で
は、行政改革の最大の効
率化である市町村合併に
ついては、今後、村行政
の重要課題として模索し
て行く必要があると思い
ます。
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